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１）【梅満町 個人 ５０代】＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

新久留米市中心市街地活性化基本計画案から、問題点をひらうと次の４点になる。 

 

①中心市街地の商業地としての地位は急激に落ちてきている 

＜原因＞ 

・福岡市天神地区や周辺市町での商業集積の高まり 

・無店舗販売の拡がり 

・平成 15年の市内郊外部への大型商業施設の出店 

 

②六ツ門商店街では、買い物客など通行量が減少、空き店舗は一段と増加した 

＜原因＞ 

・平成 17年 11 月にダイエー六ツ門店が閉鎖 

これは、何度も書いてあり、かなり重要だということだろう。 

 

③中心市街地の区域（ＪＲ久留米駅・西鉄久留米駅・西鉄花畑駅）は、従来から多くの人

が住み、地域の中心的な役割を果たすためのさまざまな働きを備えているにもかかわらず、 

それらが十分に活かされていないために、近年、空き店舗が増えるなどの空洞化が進んで

いる 

 

④運動施設、文化交流施設は中心市街地の周辺部に点在している 

街なかでの交流施設の整備を行ってきたが、集積度はあまり高くない 

 

③は原因の考察がない。 

④は原因であって、問題点がない。 

 

質問１ 

 上記③の原因と④の問題点は何ですか。 

 

質問２ 

 質問１の回答を、意見締め切り前にいただけませんか。 

 それがないと、③、④対策の考察ができません。 

 

質問３ 

 上記①～③の問題を解決する方法として、   

「都市型社会を代表する高齢者を主人公に、医・食・住が整った街で、豊かな時間ととも



2 

に、豊かな能力を活かし、豊かな感性を満たす中心市街地の活性化を始めます」 

ということが書かれています。 

老人が住むと、空き店舗がなくなり、買い物客の通行量が増えるわけですか。 

客層が老人だとすると、店舗が違ってくるのではないでしょうか。 

 

質問４ 

 JR 久留米駅東口と新世界地区につくるマンションは、老人に住みやすいようにどのよう

な工夫がなされていますか。 

また、老人が入居するとき補助金がでるのでしょうか。 

 

質問５ 

 老人にとって、都心部の魅力は、医療機関が近くにあることだと思います。 

老人が住むマンションと、医療機関のつながりについての記述がない。 

 

マンションの中に病院をつくるとか、ボタンひとつで呼び出せるとか、考慮されています

か。 

 

質問６ 

 上記②は、本文中３回ほど記載されています。かなり重要項目なのでしょう。 

にもかかわらず、ダイエーにかわる、店舗の誘致に関して具体策がない。 

大規模小売店舗立地法の特例区域の設定の提案として、「久留米市中心市街地における商業

集積を高めるために大型店舗の出店手続きを簡素化し、出店を後押します。」とあるだけで

ある。 

 

店舗の誘致を一社にしぼるのではなく、数社で共有する方法を考えたらどうでしょうか。 

地下をタイホ、１階をベスト電器、２階をユニクロなど。 

 

質問７ 

 上記④、運動施設、文化交流施設は中心市街地の周辺部に点在しているとあるが、 

そこまでのアクセス方法の考慮がない。 

歩道の整備や、標識の設置など。 

 

意見８ 

 JR 久留米駅東口と新世界地区に居住区を考えてあるが、高齢者にとっては、文化センタ

ー、中央公園、筑後川、ゆめタウンが近くにある朝妻、櫛原のあたりが環境的によいので

は。JR 久留米駅東口と新世界地区は、久留米医大、聖マリアが近くにあるが、朝妻、櫛原
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からでもそう遠くない。 

補助金をあててまでして、JR 久留米駅東口と新世界地区にマンションを建てる意味合いが

あるのか。 

ほんとうに高齢者のことを考えて、JR久留米駅東口と新世界地区をよいと考えているのか。 

中心市街地の活性化のために無理をしていないか。 

 

意見９ 

 JR久留米駅東口のマンションから、水天宮の花火大会がよく見えることになるそうだが、 

この３５階のマンションのために花火が見えなくなるところができる。 

真正面に、３５階は、高すぎる。 

マンションの住人のために多くの市民が犠牲になることにならないか。 

 

意見１０ 

基本方針に、 

「これ以上街を拡大させずに、中心市街地に銀行や事務所、店舗、病院、公共施設などの

都市機能を集中させ、街の賑わいを維持させる「都市型社会」をつくっていく」とあるが、 

中心市街地に銀行や事務所、店舗、病院、公共施設などの都市機能を集中させる事業は、 

保健所設置事業だけですか。 

 

市役所の窓口業務などを、旧ダイエービルに持ってきて、移動で空いた市役所のスペース

で、JR駅からの観光客を見越して、地場産の展示販売を行ってはどうだろうか。 

 

意見１１ 

コンセプトに、「都市型社会を代表する高齢者を主人公に、医・食・住が整った街で、豊か

な時間とともに、豊かな能力を活かし、豊かな感性を満たす中心市街地の活性化を始めま

す」とあるが、基本計画案には書いてないけど、たぶん定年退職した団塊の世代を街中に

住まわそうという事だろう。 

 

久留米は病院が多いので、余生を久留米ことは考えられます。 

福岡市内で暮らすより、久留米がいいよと思わせる事業計画がいるわけですが、高齢者の

医療保険料が最近高くなっているが、安くしては、あるいは補助金をだしたらどうだろう

か。 

 

意見１０ 

①３５階のマンション建設をすすめたいとしたら、場所は、花畑駅前が適当ではないか。 
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②JR 久留米駅東口はマンションより、公園が好ましい。 

新幹線が開通することだし、久留米市の象徴となるものが駅前にほしい。 

水と緑のまちにふさわしいのは、マンションでなく、田主丸の植木、城島の瓦など、地域

の技術で造った公園である。 

 

 

２）【江戸屋敷 個人】＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

この度、久留米市中心市街地活性化基本計画案のダイジェスト版を熟読させていただきま

した。この計画案を受け、久留米市に居住する生活者及び事業者として、下記のとおり私

見を述べさせていただきます。 

 

はじめに 

まず私がこの計画案に強い関心を示す動機を明らかに致します。 

①中心市街地の大型店舗及び商店街がさらに衰退していることへの危倶 

②水と緑の人間都市、食育都市、スローライフが輝く街、そんな久留米市に対する期待 

③自分自身が団塊世代であり、その世代から見た未来杜会への不安と希望 

以上の三点が主たる動機です。この観点から、今何が問題なのか、その対策は何かを論 

じさせていただきます。 

 

衰退する中心市街地商店街の原因について 

中心市街地商店街が衰退する原因として、久留米市を取巻く郊外地に大型店舗が乱立し

たこと、さらに福岡市天神地区に魅力ある大型商業施設が誕生したことなどが掲げられま

す。しかしながらこうした環境変化はすでに商店街の空洞化が始まる以前から予測された

ことであり、その対策が郊外店(ゆめタウン)の出店反対運動に集中し、『商店街衰退の根本

的な原因追求』と『商店街の競争力を高める行動』にシフトしなかったことが衰退を加速

させた原因だと考えます。衰退することは、ひとことで言えば『お客様に必要とされてい

ない』ことだと言えます。商店街がお客様にとって必要なものにするにはどうしたらいい

のか、そのために(1)今の商店街内部を総点検し、(2)なぜお客様が商店街から消えていった

のか、(3)どうしたらお客様が商店街に来たくなるのか、そのことをトコトン詰めていけば

『必要とされる商店街』の姿が見えてくるはずです。その実現のためには商店街を運営す

るすべての関係者が過去の実績やしがらみから開放され、革新的、創造的、連帯的な自助

努力を必要とすることは言うまでもありません。 

 

今の中心市街地商店街の問題点 

まず最初の問題点は『だれのための商店街なのかが見えない』、次に『商店街で商売をす
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るひとの顔が見えない』、最後に『商店街に愛情と品格がない』ことです。商店街が健全に

機能するには、そこにお客様が必要とする商品、サービスが最低限存在しなければなりま

せん。さらに商店街に「わざわざ来たくなる」ような人との温かいコミュニケーション、

役に立つ情報、心地よい環境（雰囲気）などを必要とします。残念ながら近年及び現在の

中心市街地商店街にはそれらの善玉要素が極めて乏しく、逆にマイナスとなる悪玉要素が

増えている傾向があります。商品の品揃えは生活者を満足させるだけの新鮮度、専門度、

選択度、先見度がなく、お客様を温かく迎える事業者側の挨拶や態度や施設もなく、商店

街の顔とも言える玄関口はサラ金業者に占拠されている等、中心市街地商店街は『ほとめ

きの街』とは程遠い不毛地帯と言えます。 

 

商店街から生活街への変身 

世の中はすでに『モノ不足』の時代から『モノ余り』の時代。モノである商品を置いて

おけば売れる状況ではなくなりました。どんなに安くしてもすでにストックのある商品は、

現在所有している商品以上の価値がなければ売れません。モノ不足時代は『モノ優先』の

商売で成り立っていましたが、もの余り時代は『コト優先』の品揃えでなければ購買に結

びつかなくなりました。コトとは『生活すること』であり、生活する上で役に立つこと、

楽しいこと、新しいこと、創造的なことをお客様＝生活者に対して分かりやすく、センス

良く提案しなければ、モノやサービスが売れない市場環第になりました。したがってこれ

からは『モノの商店街』から『コトの生活街』ヘシフトすることが商店街を活性化させる

上での重要な戦略と言えます。 

 

生活街づくりへのステップ 

生活街を新たに形成する上で、久留米市が提唱している『水と緑の人間都市』、『食育都

市』、『スローライフの輝く街』、この三つのキーワードを柱にすることは、地球温暖化や食

間題や高齢者杜会への対応として極めて重要な課題です。この三本柱を福岡市天神地区や

郊外のショッピング街とは異なる、『久留米市中心街独自のバリュー創出』戦路として具現

化する必要があります。さらに具現化したものが圧倒的な強みとなり、人々を感動させる

ものとならなければ効果が望めません。他と同じレベル、平均的なものでは「わざわざ」

人は動かないものです。大型の商業施設がある郊外から中心市街地へ顧客を吸引すること

を目的とすればなお更のことです。以下、そのための具体的な施策を明らかにしたいと思

います。 

 

■■■■ターゲットとそのプロフィール    

(ターゲット) 

生活街のターゲットを中核都市久留米の 30万市民とする。重点ターゲットは久留米市街

地の生活者であり、中でも生活者としてのリーダーである大人の女性は最重点です。まず
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は地元の生活者に支持され誇りに思われる姿に生まれ変わることが、地元以外の顧客を取

り込む上での前提条件となります。 

(プロフイール) 

市街地に居住する所帯は高齢者の一人ないし二人が急増している。さらに団塊世代の急

激な増加が見込まれる。生活に求める価値は『経済性』、『利便性』、『娯楽性』は勿論のこ

と、『ほんもの性』、『安全性』、『精神性』を求める傾向が一段と強まっている。 

■中心市街地生活街を構成するコト（久留米市の特長あるモノ&施設の一例））））    

①お酒落するコト 

絣のニューモード商品、手作り工房お酒落商品、久留米市輩出者のデザイン商品' 

②グルメするコト 

食育レストラン、地元農産物バイキング、地元酒蔵レストラン、農山漁村グルメ市場 

③学習体験するコト 

工房体験塾、食育体験塾、子育て塾、ボランティア塾、商業高校生の販売体験塾 

④遊ぶコト 

昭和のシネマ館、歌声喫茶、ライブハウス、演芸場、脳活性ゲーム館（囲碁将棋麻雀） 

⑤健康づくりするコト 

スポーツジム、座禅ジム、介護予防体験ハウス、街の保健所（健康指導ハウス) 

⑥交流するコト 

街の公民館、食育広場、子育て広場、市民開放ギャラリー、NPOとNGOの事務局 

⑦便利であるコト 

街の市役所、街の図書館、街の託児所、街の配送センター、街の年金受給センター 

⑧安全であるコト 

街の交番、シニアライフ支援センター、人と街のバリヤフリー（風紀の悪い店の排除） 

⑨癒されるコト 

街の森林浴広場、街の花見広場、街の温泉（足湯施設）、緑のオープンカフェ 

⑩ECOするコト 

地球にやさしいアイテムショップ、地産地消ショップ、リサイクルショップ、水と緑の

学習体験館、自転車無料貸出し預け所、夏場の水撒き運動、店内外緑化推進、継続愛用す

る買物袋の提供 

 

以上、①から⑩のコトを中心市街地に計画的に落とし込み、多様な価値ある商品、質の

いいサービスの提供と、居心地のいい売場の環境づくりを同時に実現すれば、生活街とし

ての楽しみや利便性や必要性が高まり、生活者である顧客の来街者数及び来街回数も増加

します。数ある郊外店との差別化のためには、事業者と顧客との『顔の見える温かい人的

コミュニケーション』=『ほとめき』を実現するための質の高いサービスを、中心市街地を

形成する全店レベルで実行されることが必須条件です。この実行なくして再生することは
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できないと、関係する事業者全員が決意し行動することが何よりも重要だと考えます。 

＜参考＞ 

売上=顧客数×購入単価×購入数量×来街回数である。 

多くのお客様が、何度も繰り返し訪れてくれること、色んな商品やサービスを、数多く買

ってくれることが売上を高める要素です⇒一番肝心なのはリピート顧客を増やすこと 

 

■来街者を増やすための販促活動 

＜その 1＞ 

スローライフを実現するための街づくりのために、自転車及び歩行での来街者に対して

中心市街地共通の『スローパスポート』を発行する。パスポート所有者にはショッピング

や施設利用の割引特典を与える。 

 

＜その 2＞ 

中心市街地で買物をする顧客を増やし継続性を高めるために、中心市街地共通の『お買

物ポイント付加』制度を導入する。買物の主役である女性は買物にポイントが付加される

ことに強い期待感があるし、郊外の大型店舗でもカード会員に対して様々な優待制度を導

入している。中心市街地が地元生活者への密着度を高めるためには、地元の生活者の買物

に対するポイント付加はもとより、生活情報サービスなどを盛り込んだ通信も必要である。 

 

＜その 3＞ 

久留米市が中心市街地の不動産を低額で使用出来るための基準価格設定や経済的支援を

行う。また『広報くるめ』の誌面に中心市街地の『商業広告』を常時低額で掲載する枠ど

りをする。市の広告事業収入としての効果と事業者への経済的な支援にもなる。 

 

＜その 4＞ 

中心市街地が来街者に好感を持たれること。そのための街づくりが事業者によって自律

的、継続的、安定的、上質的に実行されなければならない。心のこもった温かい挨拶、親

切な道案内、お客様起点に立った品揃えとサービス、環境施設の安全と美化などすべてが

『ALWAYS』に実行されなければならない。そのためには教育訓練が必要です。 

 

＜その 5＞ 

車以外での来街者、高齢者、女性による買物商品の運搬負担を軽減するために、各店舗

の買物商品を共同で集合配達する低コストの物流システムを導入する。また車での来街者

に対しては、市街地中心街に存在する全パーキングを無料ないし低額で共通利用できる制

度を導入する。 
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＜その 6＞ 

中心市街地の新生活街編成のためのブロックアウト実施。現在の東西に流れる長い商店

街、南北に遮断される商業ブロックを解体し、小ブロックに編成し歩行者用の回遊道、休

憩所、グリーンスポット、水場を設ける。これによってブロック単位のテーマのある街づ

くりが可能となり、来街者が歩き回る回遊性や自然の風通しも飛躍的に改善される。 

 

久留米市役所高層ビルの新利用計画について 

久留米市は中核都市づくりの推進、さらには九州新幹線開通により、今後飛躍的に国内

外からの来街者が増えるものと期待され、そのための受け皿づくりの整備が必要と思われ

ます。自然と交通アクセスに恵まれた環境、高度先端医療基地としての久留米大学医学部

や有カゴム関連企業の存在、その他国内外の新たな有カ企業の誘致や農業関連企業の参入

などを考えた時、さらに文化度の高い街づくりを目指す時、どうしても必要不可欠な施設.

があります。ひとつは大小さまざまな会議ができるコンベンションホール、もうひとつが

サービスとセキュリティの質が高いホテルの存在です。 

 

久留米市役所の高層ビルは九州新幹線久留米駅からの好立地、筑後平野を一望できる最

高の環境にあります。市役所に勤務する人々にとってはこの上ない恵まれた環境と言えま

すが、現在及び将来の久留米市の財政状況や先に述べた久留米市発展の可能性から判断す

れば、この高層ビルの一部を外部の経済的効果のある施設に変換し、市役所内部をコンパ

クトサイズにすることが得策と考えます。一部の部署は現場に近い環境に移設し（例えば

商工課を商店街の空き店舗へ、農業振興課を農村地帯へ）、現場から発想し改革する行政が

地方の時代を築く上で必要な動きだと考えます。 

 

以下、久留米市役所高層ビルの具体的な利用計画を述べさせていただきます。 

＜その 1＞ 

高層階の１層を久留米市所有のコンベンションホールとして利用する。医学部の学会、政

財界の会合、国際会議など各種コンベンション開催の会場として使用することは勿論のこ

と、市民にも学校関係にも開放されたホールとして使用することができます。必要な環境

と機能はリモデルすることで十分に装備することができます。ここでも会場費として収益

を上げる効果があります。 

 

＜その 2＞ 

高層階の３層を国内の一流ホテルが使用する。コンベンションに参加する顧客の宿泊先と

しては勿論のこと、国内外の一流アーティスト、ビジネスや観光で訪れた人々の宿泊先と

して、さらには一流ホテルを利用した私的な会合、イベント、ブライダルなど質の高い顧

客の利用が飛躍的に増え、中核都市久留米のイメージアップと経済的な相乗効果が大いに



9 

期待できます。これまでの福岡市や熊本市への『通過点・久留米』が『滞在地・久留米』

へとシフトすれば、久留米市の事業収益の確保のみならず、関係する地元事業者に対する

収益源としても大いに期待することができます。 

 

こうした政策転換を実施することで、『久留米市民の自慢できる資産』、『久留米市の稼ぐ

資産』づくりとして、内外からその手腕が高く評価されるのではないでしょうか。 

新しい物差しづくり 

久留米市は、『水と緑の人間都市』、『食育都市』、『スローライフが輝く街』の三つのコン

セプトで都市づくり、街づくりを目指されています。いずれも今の時代が必要とする素晴

らしいコンセプトだと思います。問題はこれらのコンセプトがどのようなカタチとなり、

それが杜会を、そして人々の暮らしをどのように変えていくのかにあると思います。 

久留米市は広域合併により地域の裾野を東西南北に広げ、多様な人間、文化、伝統、産

業、自然など有益な資産を手に入れることができました。そのことが三つのコンセプトを

素晴らしいカタチにする源泉になると期待しています。 

今回の基本計画案に数値の達成目標が示してありましたが、内容は歩行者通行量、乗降

客数、開業店舗数、観光入込客数などでした。これらの数値も中心市街地の活性化を求め

る上で大切な指標であるとは思いますが、このコンセプトで都市づくり、街づくりを目指

すのであれば、その『コンセプト達成度をはかる別の物差し』も必要かと思います。 

 

以下それぞれの『物差し』の提案です。 

水と緑の人間都市づくり 

市街地の緑化率、街路樹植込み率、ビル屋上緑化率、久留米市『みどりの遺産』数（例え

ば、みどりの風が吹く路、桜が楽しめる場所、紅葉が楽しめる場所、森林浴が楽しめる場

所、美味しい自然水が飲める場所、淡水魚が生息する川など）、市街地の露出河川率、淡水

魚・野鳥・昆虫の生息種類数など 

 

食育都市づくり 

給食食材の地元率、地元農産物販売店舗数、地元農産物使用の飲食店舗数、農業体験ので

きる施設数、食育実践カリキュラム数、食育指導者登録数、食育関連イベント数、市民一

人当たりの生ごみ廃棄量、野菜・雑穀ソムリエ者数など 

 

スローライフづくり 

歩行者専用道整備率、サイクリング専用道整備率、市街地無料休憩所整備率・市街地古民

家登録数、癒しのスポット数、スローライフ宣言店舗数、市街地への自転車乗入率など 

 

さいごに 
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以上、久留米市の中心市街地活性化基本計画案に対して、一部関連する事項を含め私見

を述べさせていただきました。今回の市民の皆さんの様々な意見が有効的に採用され、久

留米市が名実ともに中核都市にふさわしい、活力のある心地よい暮らしができる街に進化

し続けることを、未来を託す若者や子供世代に明るい希望が生まれることを、団塊世代の

ひとりとして願わずにはおれません。 

 

 

３）【太郎原町 個人 ５０代】＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

    

今回の新基本計画案の基本的な考え方である、これまでの商業中心主義から中心市街地

に多様な都市機能の集積を目指すことは、これからの高齢化杜会や人口減少杜会に向けて

の取り組みとして大変すばらしいことだと思います。 

新基本計画案の基本コンセプトや基本方針が目指す「社会資本としての中心市街地を活

用したコンパクトで賑わいのあるまちづくりの推進」というテーマと実際に行われる具体

的な事業との間に実効性があるのか疑問があります。 

空き店舗の解消や歩行者の増加、移住の場の確保はわかるのですが、その前に高齢者等

の住民が中心市街地に訪れたくなるような魅力のある何か、いわゆる目玉商品というもの

が必要ではないかと考えられます。来街者を生活者として据えるのか、消費者として据え

るのか、どう据えるのかによって中心市街地に集積される機能がおのずと決まってくるの

ではないか考えられます。 

この計画の基本コンセプトでは「高齢者が安心して豊かな暮らしを過ごすことのできる

街」となっています。その意味では、生活者としての視点での機能集積が重要だと考えら

れます。生活支援という機能を中心に置き、かつ重点的に集めたほうが、過ごしやすいと

考えられます。生活支援の概念は非常に幅広く、住環境や生活環境、文化活動や社会参加、

日常生活支援、生きがいや生涯学習などなど。ある意味、福祉に近いところに位置してい

ると考えられます。 

このように考えた場合、「高齢者に優しい中心市街地づくり」を基本コンセプトに捉えた

ほうが、はっきりと魅力ある街づくりや目玉商品化につなげることができるのではないで

しょうか。また、来街者層のターゲットを高齢者に特化した場合、整備の方向性が明確に

なるという利点もあります。買いたくなるもの、必要とするものなど、身近なものを品揃

えすれば買い物もできます。ひとりの高齢者にはその子供、孫といった家族がいっぱいつ

ながりを持っていますので、おのずと他の年齢層の来街も増えるのではないでしょうか。 

先ほど、高齢者等の生活支援は福祉に近いと前述しました。また、コンパクト・シテイ

の概念では、中心市街地に公共施設を集中させ、快適に歩いてまわりながら色んな用事を

済ませることができる環境整備が必要とされています。 

この視点で今後の活性化策を考えた場合、計画案に示されている事業のほかに、福祉機



11 

能の拠点と年金関連の拠点が必要ではないかと考えられます。具体的には、現在、長門石

にある福祉部門を中心市街地に移転する。もう一つは、国の機関である久留米社会保険事

務所等を中心市街地に移転することです。 

社協とかの福祉機能があれば、生活支援等への身近な相談や学生のボランティア活動の

支援もできます。そうすることにより、様々な年齢層がやってきます。福祉サービス事業

も近くに開業することに繋がることも可能性として否定できませんし、六角堂広場との機

能連携も可能と考えられます。また、社会保険事務所があることにより、様々な年齢層も

やってきます。年金は生活していくうえで、大変重要な関心ごとでもあるわけですから。

ただ、なんと言っても、社協にしろ、社会保険事務所にしろ、現在の所在地はアクセスの

面からすると、大変利便性が悪いと言っても過言ではありません。 

現代の車社会において、多様な来街者の視点で魅カある中心市街地を捉えた場合、そこ

にある都市機能もさることながら、その地点までの交通アクセスの利便性、つまり道路の

混雑解消、駐車場の確保などの利便性向上も重要なファクターと考えられます。その意味

では、道路整備や立体駐車場の整備や拡充も必要と考えられます。 

最後になりますが、上記の実現に向けて、可能性がある限り頑張っていただきたいと思

っておりますので、よろしくお願いします。 

 

 

４）【善導寺町 個人 ７０代】＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

市街地空洞化については、世の中の変わり方が激しく大変でしょうが、ゆめタウンを許

可していながら一番街に空家が出来たからといって、補助金を出す事が間違っていると思

う。もう少し、10年 20年先を見据えた計画を立ててもらわなくては困ります。 

空洞化の解決策は、高齢者の自立と、アクティブシニア層を増やす事で、市街地に各種

のシニア向けのサークル教室初め、ボランティア教室を作ることで（例えば、買物のため

子供を１時間～２時間預かる）シニア達も地域も元気になると思う。 

しかし今、大橋地区の高齢者は店がなくなり、バスやタクシーで善導寺に買物に来てお

ります。コンパクトシティもわかりますが市街地の高齢者は郊外地の高齢者に比べて恵ま

れています。 

郊外地の高齢者の救済の方が急務と思いますが、当局の考えをお聞かせ下さい。 

 

 

５）【荒木町 個人 ７０代】＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

＜始めに＞ 

少子高齢化、人口減少という避けることの出来ない傾向においては目先の対策や総花的
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な施策によって市街地の活性化は望めない。 

長期的な視野によって根本的に街を作り変えるという強い姿勢で取り組むことが必要と

思われる。 

 

＜第 6 章 街なか住居を促進する事業＞ 

狭義の中心市街地を活性化するためには、居住者を増やすことと来訪者を増やすことが

必要である。 

①中心地の居住者を増やすこと 

街の中心地に高齢者の生活の利便性、快適性が保障される環境を整えることが必要である。

居住者が増えれば新たな需要が生まれ街が活性化する。 

・高齢者に住みよい街づくりを行う、というコンセプトを明確に宣言した都市計画を

発表し、久留米市の基本施策の一つとする。 

・高齢者向けの機能を整えた住居（集合住宅）を町の中心地に建設する。 

・住宅は必要な機能、周辺の環境整備に重点を絞り、出来るだけ安くする。 

・生活必需品を購入する商店街（ご用聞きシステムの整備）、文化施設、趣味の集ま

りが出来る集会場、介護施設、診療所、などを配置して高齢者たちが便利で安心し

て暮らせる生活環境を保障する。 

・文化活動、趣味、健康促進、などを積極的に支援し、まちづくりに参加する体制を

整える。 

・建設費は民間資金を活用し、市民、民間のアイデアや協力を求める。 

②市外から人を呼び込む施策をすすめること。 

空き店舗にいくら補助をしても買い物客は集まらず商店街は活性化しない。人が集まる魅

力を備えるためには、人を呼び込む文化施設、娯楽施設、カルチャーセンター、資料館、

などを集中すること。 

③駐車場の整備 

地下駐車場は分かりにくく利用しづらい。人が集まらない原因の一つである。 

地権者も協力して気軽に駐車できる場所を市として準備すること。 

＜第 8 章公共交通の利用促進＞ 

公共交通の利便性からみると久留米市は西鉄、JRともに中心地から離れているため不便

である。当面は西鉄久留米、JR,市役所を結ぶ安価な循環バスを運行し、回数を増やす、な

どバスの利便性を高める対策が必要と思われるが、活性化のためには根本的な対策を急ぐ

必要がある。 

＜第 11 章 その他中心市街地の活性化のために必要なこと＞ 

久留米市が活性化するためには、市民が故郷として誇りをもつこと、久留米市のよいと

ころを全国に発信することである。 

久留米市は豊かな自然と文化、歴史的遺産、教育環境、医療施設、優秀な人材に恵まれ
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ているが市民の認識が薄い、もっと自信を持ってよいと思う。 

若者の流出を防ぎ、他所から人がやってくるようにするためには、久留米市が人と自然

を大切にする、という施策を日頃から行うことが必要である。例えば 

①少子化対策の充実として 

妊産婦検診の支援、産科・小児科病院の充実、就学前児童の医療支援、 

保育園の充実、育児休暇への企業の協力、など 

②食育の推進として 

生ゴミの液肥化による有機農業の育成（日田市、大木町では実施している） 

学校給食における地産地消の徹底 

道の駅(川の駅)で販売する、など 

③豊かな自然を大切にして楽しむ 

筑後川をもっと市民が楽しみ、大切にする（カヌー下り、サイクリング） 

耳納山麓の散策、ハイキング 

空耕作地を利用した家庭菜園（福岡など市外の方にも貸し出す）、など 

④スポーツの充実 

競輸場を総合スポーツ公園とし、サッカー、ラグビーなどを奨励する。 

筑後川を活用してボート競技、カヌー競技（カヌー艇庫の活用）などを行う。 

⑤観光、国際協力に力を注ぐ 

街の案内板に韓国語、中国語を積極的に加える。 

子供たちの海外研修を積極的に支援する、など 

 

これ等を実現するために、市民、企業に働きかけて協力を求めるとともに、議員、行政

の幹部、職員も市民の立場で積極的に加わることが必要と思う。 

これらの財源としては、行政改革による経費削減、日本一の高額医療費の削減、未収納

市民税の徴収徹底、などによって稔出し出来るところから実施する。 

 

 

６）【山本町 個人 ４０代】＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

 「六角堂広場に七木地蔵尊の分院をつくり、何かしらの御利益がある所と生まれ変わり、

高齢者が定期的に集うシンボルスペースにしよう」 

 

人は誰もが平等に老いてゆきます。老いたからといって食べる欲求やオシャレをしたい

気持ちや街に出たい気持ちが無くなる訳ではありません。 その年々の希望に応えてくれ

る街が存在して欲しいと願っているはずです。赤ちゃんから 50代位までの品物はだいたい

揃っている所が多いです。しかし、60 才以降の男性、女性が髪をキレイにカットしたり、
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セットしたりし易い美容室や昭和の香りがする甘味所や程よくおシャレな日常着やアクセ

サリーを一堂に集めた所はまだどこにも無いと思います。 

 元々、六角堂が賑わい活気にあふれていた時代を知る方々をターゲットにして、今一度

六角堂を懐かしく思い出してもらい、かつての賑わいを体験したくなる様なスポットにし

てみたらどうでしょうか。 

 まず、高齢者の関心事は健康で長生き。その為に長門石の七木さんの分院を配置させて

頂いて、4の付く日に市を出し、六角堂に御利益を求めて人々が集まる日を多くする。人が

集められれば、美味しく身体にいい昼食や昭和のお手軽おやつの店が並び、日用品や服も

全て高齢者仕様にしてしまい、美容室やマッサージ、将棋や囲碁のサロン、昭和の名曲だ

けのカラオケ屋さんや高齢者向けの携帯ショップやムーンスター等の歩きやすい靴ばかり

集めた靴屋さんなど、全てを 60才以上の方々向けの街づくりにしてみてはどうでしょうか。 

 特に 月〜金曜日の 3 時から 4 時の 1 時間は地元ラジオ局のドリームスＦＭが演歌や昭

和の名曲ばかり流す番組「演歌パラダイス」を放送しているので、3時のおやつの時間はあ

んみつや六ツ門まんじゅうやコロッケ等の出店がでたりする「ホッ」となごむスポットに

なっていけるのではないでしょうか？ 

 思いきって、高齢者仕様の街にして、歩いて笑って、決して寝つかない街をキャッチフ

レーズに皆でアイディアを出し合っていったらいいのではないでしょうか？ 

 私は若い世代が都会へ目がいくのは仕方がないと思うのです。その代わり、誰もが永遠

に若い訳ではありません。誰しも、一定の年齢が来たら、駄菓子屋の様な路地裏の様な、

人にも身体にも優しい雰囲気の所が恋しくなると思うのです。そんな時に六角堂が一番に

ぎわっていた時代を知っている世代の皆さんにスポットを当てて、安心安全な街、笑顔で

語り合える街、色々な意味でスローな街が実は一番の売り、魅力となっていくのではと思

ったのです。 

 今でも広場のそばには「とよしま」さんや「洋傘店」「釜めし」屋さん等、そのプランに

ぴったりのお店が天気に営業していらっしゃいますよね。ああいうお店が徐々に増えてい

って「味」の部分をもっと配置したりすると、必ず周辺の市町村からも「街」に行こう=六

角堂、というイメージが広がると思います。（勝手な思いを書いてしまいました。） 

 

 

７）【荒木町 個人 ６０代】＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

第 1章 基本方針 

（基本コンセプト） 

P4 意見 1  コンセプトの「人に優しいスローライフが輝く街」を「あらゆる人にとっ         

て生きやすい街」に変更修正 

    理由    提起されているように「高齢者にとって安心して豊かな暮らしを過ごすこ         
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とのできる街はすべての人に優しい街である」ことは確かであり、若い人も

含まれているが、高齢者を主人公（本文 L5）にとあることと、「人に優しい

スローライフが輝く街」という表現では「高齢者にとっての街」のイメージ

を強く感じる。それに加えて、子ども・若い人の姿が混在している街である

ことが活性化をみることになる。また、「スローライフが輝く」という表現は

文法的にも気になるところである。 

 

（基本方針） 

P5 意見 2 本文 L2 「人々に愛され、地域の顔…」を「あらゆる人にとって生きやす                 

い、活用しやすい街…」に変更修正 

    理由           愛され、地域の顔とは分かりにくい。 

   意見 3 枠囲み 基本方針 4 「人々に愛され、地域の顔…」についても同上 

 

第 3章 目標  

P7 意見 4 四つ目の●に対しての要望  「風格ある都市景観」とあるが、ジェンダー                   

の視点が入った景観であること。 

                                 

第 4章 市街地の整備改善のための事業 

P8 意見 5 枠囲み  要望として、「歩行者動線の確保」とあるが・自転車動線とも併せての

対策を。 

           理由   両者の安全確保のため。 

 

P9 意見 6 枠囲み 高層の集合住宅の建設には設計の段階からチェックの徹底を図ること。 

           理由    安全性の確保が第一義。 

 

第 5章 都市福利施設を整備する事業 

P10 意見 7 枠囲み 保健所設置に関しての要望 駐車場の完備と利用の際は無料。 

           理由    だれもが行きやすくするため、福祉的配慮を。 

 

第 6章 街なか居住を促進する事業 

P12 意見 8 枠囲み  公共が行う事業公営住宅の建替えの際は、様々なタイプのなか                 

に高齢者・障害者向けのバリアフリー化した住宅を入れることを、

福岡県住宅供給公社へ働きかけてほしい。 

          理由     ファミリー、単身という形態上の間題だけでなくだけでなく、機                 

能上の問題を解決するために。 

意見 9 枠囲み  住宅建設 （P9意見 6）と同じ。 
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８）【福岡市博多区 団体】＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
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18 



19 



20 



21 



22 



23 



24 



25 



26 



27 
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９）【国分町 団体 ６０代(代表)】＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

全体をとおして 

意見 1 

 なぜ（案）がダイジェスト版なのか。パブリックコメント制度ができて初めての経験な

ので疑問を持ちました。写真が多い、すごいボリュームになるなど、もし理由があるの

ならやはり、それを述べてひとこと断るべきです。 

 

意見 2 

 意見 1と関りますが、（案）にせめて経過と総括は明確にすべきです。 

 市民としては、つい最近、活性化計画が練られ、予算をつぎ込んで事業が展開されたの

であれば、再びシャッター通り化したのはなぜか、それをどう評価しているのか、経過

をきちんと明らかにして、つまり、総括すべきだと思います。それがないとまた同じ轍

を踏むことになるのではないかと恐れます。 

 

意見 3 

 まちづくりにはどうしても男性の視点のみで計画されることが多いように思います。 

 特に交通・建設などがそうです。 

《１》 この事業に関る職員の女性割合 

《２》 この事業の受益者としての女性の割合 

《３》 女性に対する影響は何か 

《４》 男性に対する影響との違いは何か 

 などが検証されているべきです。「すべての領域にジェンダーに視点を」とはそういうこ

とです。 

 そして生活者としての女性の意見を本気で引っ張り出すようにしてください。そこに子

ども・若者・単身者・子育て期の人・二世代・三世代・四世代同居家族の人・職業別等等

の女性をとおしての意見を見てください。 

 

 

個別意見 

第 1章 基本方針 

(基本コンセプト) 

P4 意見 4  コンセプトの「人に優しいスローライフが輝く街」を「あらゆる人にとって

生活しやすい街」に変更修正 

理由    提起されているように「高齢者にとって安心して豊かな暮らしを過ごすこと

のできる街はすべての人に優しい街である」ことは確かであり、若い人も含
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まれているが、高齢者を主人公（本文 L5）にとあることと「人に優しいスロ

ーライフが輝く街」という表現では「高齢者にとっての街」のイメージを強

く感じる。それに加えて、子ども・若い人の姿が混在している街であること

が活性化につながる。また、「スロ一ライフが輝く」という表現は文法的にも

気になるところである。 

 

（基本方針） 

P4 意見 5  本文 L2「人々に愛され、」の後に「暮らしやすくする」を入れる。 

理由    先ず第一に暮らしやすく住む人に愛されなければならない。でなければ地城

の顔とはなりにくい。 

第 3章 目標 

P7 意見 6  四つ目の●に対しての要望「風格ある都市景観」とあるが、これまでの経験

から言って、女性の裸像を道路沿いに置くなど、ジェンダーの視点の欠如し

た景観にならないように注意してください。 

 

第４章 市街地の整備改善のための事業 

P8 意見 7  枠組み  要望として、「歩行者動線の確保」とあるが、自転車動線とも併

せての対策を。 

       理由   両者の安全性確保のため。 

 

P9 意見 8  枠組み  高層の集合住宅の建設には設計の段階からチェックの徹底を図

ること。 

       理由   安全性の確保が第一義。 

 

第５章 都市福利施設を整備する事業 

P10 意見 9  枠組み  保健所設置に関しての要望 駐車場の完備と利用料は無料。 

       理由   だれもが行きやすくするため、福祉的配慮を。 

 

 

第６章 街なか居住を促進する事業 

P12 意見 10 枠組み  公共が行う事業 公営住宅の建替えの際は、様々なタイプのなか

に高齢者・障害者向けのバリアフリー化した住宅を入れること

を、福岡県住宅供給公社へ働きかけてほしい。 

       理由   ファミリー、単身という形態上の問題だけでなく、機能上の問

題を解決するために。 

  意見 11  枠組み  住宅建設 （P9 意見 6）と同じ。 
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１０）【六ツ門町 団体 ５０代(代表)】＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

行政の取り組みとして、大所高所から判断すれば、大枠に成ると思われますが、抽象 

的で具体性が欲しいものです。 

 

 

一般市民から見れば、基本方針については、地域住民の一体感と連携を持っての街づくり

が必要であり、昔ながらの居住環境を整備すると伴に住民主導の街づくりを基本に取組む

べきと思われます。 

 

 

また、第三章での数値目標で、久留米市の経済効果・効率も提示して頂きたい。 

 

 

*観光入込客数の数値目標はありますが、具体的に観光となるスポットを示して頂きたい。

例えば、季節ごとの観光スポットとルート・回遊性等。 

 

 

*開業店舗数に関して、地域密着の根付いた業態店舗を考え、精査していただきたい。年平

均 10店舗開業で空き店舗率が下がったとしても、商店街の立場では、組合組織として販売

促進活動を行える店舗が必要で組合加入が出来ない店舗や補助金対象などの短期出店では、

組合の維持も難しく組合組織が衰退の道を歩む事になります。 

 

 

公共が行う事業・民間が行う事業、又は、特定団体が行うものでも、上意下達的押し付け

ではなく、現場の声を取り入れ推進することが望ましいと思えます。 

 

以前 2 月 11 日に投稿いたしましたが、現在の諸問題として、当商店街地区に食育を兼ね

たスローフードのレストランの事業計画があるようですが、現状のような推進のあり方で

は、地域住民の賛同は得られません。㈱ハイマート久留米と NPOが事業主体となっており

ますが、その 2 団体も行政指導によって行っているとの返事でした。 

 

第十章 その他中心市街地の活性化のために必要なこと(留意点)の①にあるように住民参

加が必要不可欠であると思われます。 
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現在では、商店街並びに地域住民からは反対運動が起こっております。このような状況を

打開するために何をすべきか、問われる事と思います。 

 

 

何事にも関して、地域住民の声を無視する事ではなく、最初に聞くべきであると思います。 

 

 

１１）【東京都世田谷区 団体】＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

はじめに 

全国的に中心市衡地の衰退、空洞化という現象が深刻化しています。久留米もまたしか

り。このままで良いはずがありません。故郷は、私たちの心の拠りどころです。故郷は、

自らのルーツです。何かあったら戻るべき懐かしい場所です。中心街にかつての賑わいを

再び…。この願いを抱くのは私たちだけではないはずです。 

東京高牟礼会としても、故郷久図米のさらなる飛躍のため、行動を起こしたいと思いま

す。ご高配のほどよろしくお願いします。 

 

中心市街地にある商店街の再生については、すでに専門的な検討もかなり進んでいると

思います。したがって、ここでは主に空き店舗対策と情報化社会での小売店のあり方につ

いてふれたいと思います。 

 

1 社会の動きと商店街のかかわり（先ずはコンセプトづくりから） 

 

言うまでもなく、その時々の社会情勢の変化で店舗経営は左右されます。特に変化の激

しい今日の社会では、それに適応した店づくりのコンセプトが必要です。 

 

コンセプトづくりの基礎になる今日の主な社会現象 

●少子化・高齢化社会 

●地球環境問題 

●教育問題 

●情報化社会 

 

2 高齢化社会で考えられるビジネスモデル 

①商店街に大掛りな「まちの駅」を。食と健康をテーマにした市民の情報交換の場にする。 

・旧 4 町を中心にした産直品の販売がメイン。 



32 

・子供とシニアの食育と健康相談コーナーを設ける。 

・「まちの駅」では、常時全国に発信できる新商晶の開発を目ざす。 

・新商品の開発は、商（産）・学・官協働のプロジェクトチームで。 

・「まちの駅」のたたずまいは、久留米地方の特色を生かしたものにする（後述） 

②「まちの駅」を窓口にした健康体験ツアー・食育ツアーの開催。 

・久留米における医療機関の特性を生かして、健康まちづくリを目ざす。 

・スタッフは医療関係者やその OB、旅行業者などとの協働で。 

・だれでも参加出来るように割安料金で参加者を募集する。 

・参加者には近郊の里山散歩やその地方に伝わる伝統料理を味わってもらう。 

・またストレッチ運動などの体験のほか、当日、採血や体カの測定を行い後日、医師の所

見をつけて参加者全員に郵送する。 

・このツアーの最終目標は食と健康を極めることによって罹病率を下げること。 

 

3 地球環境問題で考えられるビジネスモデル 

①フェアトレード（公正貿易）商品の紹介と販売 

これは開発途上国の製品を公正な価額で買い、現地の人々の生活を保障すると同時に、自

然栽培で完成したこれらの製品を育成することで環境保護にも貢献する。ヨーロッパでの

認識度は高く、目本でも急速に伸びている。 

主な産品国と商品例 

・エクアドル…チョコレート ・フィリピン…バナナ、黒砂糖 

・ペルー…衣料   ・パレスチナ…オリーブオイル 

・ネパール…衣料  ・東チモール…コーヒーなど 

②発途上国の「一村一品」の紹介と販売 

ジェトロが中心となって開発している途上国の一村一品（民芸品やコーヒー、石鹸など） 

全国の主な空港に直売コーナーがあり話題を呼んでいる。 

4 教育問題で考えられるビジネスモデル 

①もう一つの学校「駄菓子屋」 

ひと昔前のぬくもりのあるアナログ世界を再現、子供たちの交流の場にする。 

駄菓子だけでなく、手作りの工作コーナー、地元に伝わる民話などの絵本も置き、店のお

ばさんやおじさんとの交流を通して社会性を学ぶ、言わば楽しい「もう一つの学校」を目

ざす。また手供たちが社会奉仕などで得たポイントカードや地域通貨的なものでも駄菓子

が買えるシステムを考える。 

②「駄菓子屋」を現代版「駆け込み寺」に 

運営が軌道に乗った段階で、子供たちのすべての悩みに応えるスタッフとスペースを設け

る。 
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5 現在、営業中の既存店で考えられるビジネスモデル 

①「一店・逸品運動」の展開 

既存の各店舗が全国から探したそれぞれの一品を紹介、販売するもので、集客のための一

手段になる（すでに全国の商店街のいくつかで展開中） 

②姉妹（友好）都市の逸品の紹介と販売 

アメリカ・モデスト市 中国・合肥市 郡山市の民芸品や食料品などの販売。 

 

 

6 花いっぱいの「ほとめきの街」に 

①花いっぱい運動の展開 

衰退気味の商店街にうるおいを与えるため、各店舗の前に四季折々の花を飾る。また年配

者の休憩用として、等間隔にベンチを置く。 

②店街内の屋号や看板は、久留米耕や藍胎漆器の紋様などをアレンジして製作。久留米の

伝統工芸の奥の深さをアピールする。 

 

7 情報化社会で考えられるビジネスモデル 

①中心市街地問題の要因の一つは e一コマース 

中心市衝地衰退の要因は近郊の大型 SCだけでなく、年間の商品販売額などから見てイン

ターネット販売者による電子商取引（e一コマース）だと指摘する専門家もいます。 

すでに流通業界のネット活用もさらに広がりを見せ、情報化時代の商活動や消費行動は激

変しています。 

今、すぐ求められているものそれは…ネットを駆使した大掛かりな商活動です。 

②「ほとめきの街」ネット放送局の開設 

・久図米の現状と将来ビジョンを市民の目線で見つめ、全国に発信する市民手づくリの放

送局。NPO法人にする。 

・当初は経営基盤確立のためメイン番組として「ほとめきの街」ショッピングを制作する。

これは先に述べた商店街の「一店・逸品」運動の中から、各店舗が開発した逸品を取リ上

げる。また軌道に乗るまでは、ネット通販の新たな手法として注目されている「ドロップ

ショッピング」で品ぞろえを強化、サイトの魅カを高める。 

・局内に商品開発のプロジェクトチームを結成、各店舗と協働で開発にあたる。 

・局内に DVD制作チーム（外部委託）を置き、イベントや主な観光コースを取材。その都

度全国に発信。後日これらをまとめて DVD化する。 

・この世界は日進月歩です。開局後はその時々の情勢を把握しながら、郷土久留米の姿を

最良のスタイルで発信します。 

 

以上 


